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江戸の町名主 研究文献目録

　本目録は江戸の町名主に関する研究文献目録であり、本報告書を編集するにあたって参照した文献、および編集まで

に調査し得た文献をまとめたものである。配列は著者・編者の五十音順、同一著者・編者のものは年代順とし、原則と

して刊行された名主の史料集に付された解題は含まれていない。 （編集：髙山慶子）
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吉田伸之「江戸の都市社会」（森下徹・吉田伸之編『史料を読み解く２ 近世の村と町』（山川出版社、2006年）

吉田伸之「江戸町触と『承知』システム」（塚田孝編『近世大坂の法と社会』清文堂出版、2007年）

吉原健一郎『江戸の町役人』（吉川弘文館、1980年）

吉原健一郎「十七世紀の江戸町方史料（一）─『日記言上之控』（元禄十三年）─」（『日本常民文化紀要』14、

1989年）
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